





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































涯（common predicament） に ほ か な ら な い。
「こうした様々な条件と想定のすべてが政治的正



























































































































































































































（defence of reasonable faith）にほかならない。
われわれのケースにおいては、これは、正義に
適った立憲体制が現実に存立可能だということへ
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